
－ 危機管理防災部 B18 －

平成26年度予算見積調書

B18

課室名:課室名:消防防災課

内線:内線:3183

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成 7年度～

会計 款 項 目

一般会
計

防災費総務費 消防防災費

説明事業

防災行政無線施設整備事業費

戦略項目

担当名:担当名:防災情報無線担当

災害対策基本法第８条 05　　　大規模災害への備え

010501　危機管理・防災体制の強化

予算額

決定額 1,604,6001,604,600

前年額 294,836294,836

55

55

1,449,0001,449,000

51,00051,000

155,595155,595

243,831243,831

1,309,7641,309,764

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

諸収入 県債
一般財源

番号

防災無線通信連絡体制強化費

１　事業の概要

　災害時に正確かつ迅速な災害情報の収集・伝達体制を

確保するため防災行政無線施設の修繕、整備を実施する

。

(１) 防災行政無線局修繕工事等　　　 　  28,003千円

(２) 衛星県庁地球局進行波管修繕　　　　  6,912千円

(３) 衛星系防災行政無線施設再整備  　1,402,335千円

(４) 川越比企地域振興センター移転に伴う

   防災行政無線設備の移設　　　　　　  119,923千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

交付税　緊急防災・減災事業債元利償還金の70％

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×3.0人=28,500千円

増員1名

５　事業説明
(１)　事業内容
　ア　防災行政無線局修繕工事等　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      28,003千円
　 (ｱ)　防災行政無線局舎塗装修繕　(川口地方庁舎、本庄地方庁舎)　　　 　　　　                    2,818千円
　 (ｲ)　空調機修繕(堂平山中継所、秩父高原中継所)、堂平山中継所道路補修　　　　　　　　　　　　　 4,429千円
   (ｳ)  直流電源装置蓄電池修繕(県庁、堂平山中継所、秩父高原中継所)　　　　　　　　　　　　　　　20,756千円
　イ　衛星県庁地球局進行波管修繕      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　6,912千円
      　衛星通信装置に使用している送信用真空管(進行波管)3本のうち、耐用年数が経過した1本を交換する。
　ウ　衛星系防災行政無線施設再整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,402,335千円
　　　　平成12年度から運用している衛星系防災行政無線施設は、設置から14年が経過し交換部品の供給が難しく
　　　なっている。また施設の経年劣化も進み故障も発生してきているため、再整備を実施する。
　エ　川越比企地域振興センター移転に伴う防災行政無線設備移設　　　　　　　　　　　　　　　　　 119,923千円
　　　　川越比企地域振興センターが移転するため、設置している防災行政無線設備を移設する。
　オ　防災関係機関の新規整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  47,427千円
　　　　県の防災活動拠点及び新たに地域防災計画に位置づけられた機関に地上系防災行政無線を新規整備する。
(２)　事業計画

　　行い、災害時における通信手段を整備・確保し、県民の生命・財産を守る。
　　　防災行政無線施設の修繕等及び地域防災計画の変更並びに組織変更等に対応した防災行政無線施設の整備を

　　　衛星系再整備は、25年度に実施設計を行い、26年度から3か年継続事業（総額約44億5千万円）として整備
　　する予定。
(３)　事業効果
　　　防災行政無線施設の整備により、災害時における情報収集・伝達のための通信手段を確保した。
　　　東日本大震災時においては、公衆通信網が集中し、混雑する状況下で問題なく情報収集・伝達体制を確立した。
(４)　その他(前年からの変更点)
　　　①衛星系防災行政無線施設再整備、②川越比企地域振興センターの移設、③防災関係機関への地上系防災行政
　　無線の新規整備

(単位：千円)

(５) 防災関係機関の新規整備 　　　　　  47,427千円

分野施策


